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船舶事故調査報告書 

 

令和８年６月３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和６年１２月９日 １９時００分頃 

発生場所 愛媛県八幡浜
や わ たは ま

市大釜
お お が ま

漁港西方沖 

佐島灯台から真方位２００°１.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°２５.２′ 東経１３２°２１.２′） 

事故の概要 漁船第二天
てん

祥
しょう

丸は、漂泊して操業中、機関室で火災が発生した。 

第二天祥丸は、機関室等に焼損を生じ、その後沈没した。 

事故調査の経過 令和７年３月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第二天祥丸、４.８トン 

 ＥＨ３－３３３９６（漁船登録番号）、個人所有 

１２.４２ｍ（Lr）×３.４７ｍ×０.９１ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、船内機、４サイクル、３０２kＷ（動力漁船登録

票による）、回転数毎分２,６１６、６気筒、ボア１１０mm、使用燃

料軽油、機関製年月日不詳、昭和６２年３月２７日進水 

 乗組員等に関する情報 船長 ６４歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  平成元年９月１９日 

  免許証交付日 令和５年１０月１０日 

         （令和１１年９月１８日まで有効） 

 死傷者等 軽傷 １人（船長） 

 損傷 機関室、操舵室、上甲板等に焼損（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 下げ潮の末期、潮流 北西流約０.２ 

ノット（kn） 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、さわら
．．．

流し網漁の目的で、令和６

年１２月９日１５時００分頃、愛媛県伊方
い か た

町豊
とよ

の浦
うら

漁港を出港した。 

本船は、漁場に到着後、投網を終了し、主機を運転させたまま、ク

ラッチを中立とし漂泊した。 

船長は、漁ろうに従事していることを示す法定灯火、作業灯等を点

灯し、船首部甲板で揚網の準備をしていたところ、１９時００分頃、
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操舵区画後方付近から煙が出ていることを認め、状況を確認しようと

操舵区画に戻った。 

船長は、操舵区画付近を確認したところ、同区画下の機関室右舷船

尾方の配電盤付近に火炎を認めた。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 火災発見場所概略図 

 

船長は、雑用海水ポンプを起動して消火しようとしたが、ポンプが

起動せず、また、消火器を備えていなかったので、消火することがで

きなかった。 

船長は、操舵室区画付近で火災の状況を確認した際、右手に軽度の

火傷を負った。 

船長は、消火を断念し、船首部甲板に避難した後、携帯電話で  

１１８番通報し、家族等に救助を要請した。 

船長は、火の回りが早く、主機を停止することができなかった。 

船長は、本船の煙を見て来援した漁船に救助され、その後、来援し

た親類の漁船に移乗して豊の浦漁港に帰港した。 

本船は、来援した巡視艇によって消火作業が行われたが、２１時 

３０分頃、大釜漁港南西方沖で沈没した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 

 

(1) 船長に関する情報 

船長は、本船で２６年以上の漁業経験があった。 

(2) 本船に関する情報 

① 船長は、平成１０年４月に中古で購入し、平成２３年８月に

主機を換装した。船齢は約３７年であった。 

② 船長は、電気配線の交換や整備には費用を要するので、行っ

ていなかった。また、絶縁抵抗試験等による電気配線の状態確

認も行っていなかった。 

③ 機関室は、操舵区画の下部にあった。主機は、機関室中央付

近に設置され、発電機は主機からのＶベルトで駆動されてい

た。 

④ 配電盤は、機関室の右舷後部に設置されていた。 

機関室 

火炎確認場所 
船首 船尾 

右舷 

左舷 
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⑤ 蓄電池は、機関室前部に設置されており、本事故発生の約３

か月前に新替えされていた。 

⑥ 主機の排気ガスは、冷却海水と混合し、船尾から排出される

方式であった。 

⑦ 冷却海水ポンプインペラは、約１年前に交換されていた。本

事故時、本船周辺の海域にごみ
．．

などの浮遊物はなかった。 

⑧ 本船は、船舶安全法（昭和８年法律第１１号）第３２条の政

令で定める総トン数２０トン未満（４.８トン）の漁船で、専ら

本邦の海岸から１２海里以内の海面において従業する漁船であ

り、同法が適用されない。 

(3) その他 

船長は、火災が発生するとは思っていなかったので、消火器を

設置していなかった。 

船長は、本事故時、救命胴衣を着用していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1)  船長が船内から発煙を認めた際、配電盤付近が炎上していたこ

とから、出火場所は配電盤付近であった可能性があると考えられ

る。 

(2)  本事故当時、主機が運転状態で、灯火等も点灯していたことか

ら、電気配線は通電状態であり、以下のことから、電気配線に発

熱又は短絡が生じ、付近の可燃物に着火した可能性が考えられる

が、本船が沈没して客観的な情報を得ることができず、出火に 

至った状況を明らかにすることはできなかった。 

① 本船の船齢は約３７年であったが、これまで、電気配線の   

交換が実施されたことがなかったことから、電気配線が経年  

劣化していた可能性がある。 

② ①から同配線の被覆が損傷するなどして絶縁抵抗が低下して

いた可能性がある。 

③ 蓄電池は、機関室前部に設置され、火炎が機関室右舷後方か

ら発生していること。また、蓄電池を新替えして約３か月しか

経っていないことから、蓄電池が火災の発生原因となった可能

性は低いと考えられる。 

④ 冷却海水ポンプインペラは、約１年前に交換されており、本

事故時、本船周辺の海域にごみなどの浮遊物がなかったことか

ら、冷却海水ポンプの不調及び冷却海水不足を原因とする排気

管過熱による火災発生の可能性は低いと考えられる。 

(3) 船長は、平成１０年に本船を中古で購入後、電気配線の点検整
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備（絶縁抵抗試験を含む。）を実施したことがなかったことから、

電気配線の異状に気付かなかったものと考えられる。 

(4) 本船は、操舵区画及び機関室内に消火器や自動拡散型消火装置

が設置されていなかったことから、機関室内で出火後、有効な初

期消火を行うことができず被害が拡大したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、さわら
．．．

流し網漁の操業中、機関室から出

火し、周囲に延焼したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型漁船の所有者及び船長は、絶縁抵抗の計測等、電気設備の点

検を定期的に行い、異状を認めた場合は早めに交換や整備を行う

こと。 

・小型漁船の乗組員は、暴露甲板では救命胴衣を着用すること。 

・小型漁船の所有者及び船長は、船舶安全法が適用されていない専

ら本邦の海岸から１２海里以内の海面において従業する総トン数

２０トン未満の漁船であっても、消火器等を設置すること。ま

た、火災を早期に発見し、速やかに初期消火を行うため、機関室

内に火災探知器、監視カメラ等を設置することが望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県 

八幡浜市 

伊方町 

豊の浦漁港 

佐島灯台 

大釜漁港 

沈没場所 

事故発生場所 

（令和６年１２月９日 

 １９時００分頃発生） 


